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を臨調蘭l嚢のように

噛醸晦
作詞 丹羽謙次、市原潤子 作曲 丹羽謙次

に す み き っ た こ こ ろ に な る よ う に

大学生だった二人は、自分たちの恋愛がもっと豊かなものになるようにと、 「小さな僕たちだけど」という詩を

書いた。夜の電車の揺れる音でリズムを取りながら曲ができたことを、なぜかよく覚えている。この曲はいつの

間にか、楽譜も詩も人々の手でどんどん成長していった。歌とは本当に不思議なものだ。 【丹羽謙次】

上を寄, 1モ磨こう

作詞 永 六輪 作曲 中村八大

上を向いて歩こう

思い出す 春の目

上を向いて歩こう

思い出す 夏の日

幸せは雲の上に

上を向いて歩こう

泣きながら歩く

(口笛)

思い出す秋の日

涙がこぼれないように

一人ばっちの夜

にじんだ星を数えて

一人ばっちの夜

幸せは空の上に

涙がこぼれないように

一人ばっちの夜

一人ばっちの夜

悲しみは星のかげに 悲しみは月のかげに

上を向いて歩こう 涙がこぼれないように

泣きながら歩く 一人ばっちの夜

一人ばっちの夜

持上げこごろん轟の霊を

作詞 永 六輔 作曲 いずみたく

※ 見上げてごらん 夜の星を

小さな星の 小さな光りが

ささやかな幸せを 歌ってる

見上げてごらん 夜の星を

ボクらのように 名もない星が

ささやかな幸せを 祈ってる

手をつなごうボクと 追いかけよう夢を

二人なら苦しくなんかないさ

見上げてごらん 夜の星を

ボクらのように 名もない星が

ささやかな幸せを 祈ってる


